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第2回 岐阜市新型コロナウイルス感染症 経済対策 意見交換会 議事録 

 

■日 時：令和２年１０月２６日（月）１３：３０～１５：００ 

■場 所：岐阜市役所本庁舎低層部４階 全員協議会室 

■出席者：別紙のとおり 

■傍聴者：岐阜新聞、中日新聞、ＣＣＮ 

 

１ 岐阜市長あいさつ                               

【柴橋市長】 

・本日は、お互いに問題意識を共有しながら、地域経済の活性化に努めていくための大切な場であ

る。それぞれの立場から率直なご意見を賜りたい。 

・来年度の予算編成の方針を出しており、地域経済の活性化は大きな柱である。本日の意見を受け

止めて、予算編成を進めていきたい。 

 

２ 出席者ご紹介                                 

（資料の出席者一覧の配付にて紹介に代える。） 

 

３ 新型コロナウイルス感染症に関する岐阜市の経済対策について           

資料３「新型コロナウイルス感染症に伴う影響等についての合同アンケート調査結果」及び 

資料４「岐阜市新型コロナウイルス感染症経済対策事業の活用状況」について 

（大久保経済部長から、第1回意見交換会における意見への対応状況、これまでの経済対策と実績を

説明。） 

 

４ 意見交換                                   

各団体の現状認識や今後の見通しなどについて、資料１の出席者一覧の順にご意見を頂戴した。 

【岐阜商工会議所 大松副会頭】 

・国の認定支援機関として運営している「岐阜県中小企業再生支援協議会」に対する策定支援リス

ケジュールの相談は、小規模事業者からのものが７割を占め、製造業の割合が高い。 

・今後、中小企業の倒産が増加する可能性がある。中小企業に対する切れ目のない経済対策をお願

いしたい。 

 

【柳津商工会 広瀬会長】 

・中小企業に対する相談指導を継続している。回復基調にはないものの、回復の兆しも見え始めて

いる。 

・財政に限りはあるが、従前の施策を出来る限り継続維持してほしい。 
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【公益社団法人岐阜青年会議所 細野理事長】 

・会員へのアンケート実施等で行政に協力していきたい。 

・令和３年度以降、まちづくりイベントの実施を予定している。イベント規制緩和とともに、施設

利用がしやすくなるような補助をお願いしたい。 

 

【岐阜柳ケ瀬商店街振興組合連合会 林理事長】 

・８月の第２波によるダメージが大きい 

・これまでのイベント型の集客はコロナ禍では難しく、顧客と向き合う場をインターネット上に求

めていく必要があるため、情報発信力の強化が課題である。  

・補助金を活用して、商店主向けのYou tuberセミナーを実施している。成果を出すためには長期的

な取組みが必要であり、継続した支援をお願いしたい。 

 

【一般社団法人岐阜ファッション産業連合会 糸尾副理事長（岐阜婦人子供服工業組合 理事）】 

・コロナ禍の課題は２つ 

１ 販売チャネルの再検討 

実店舗販売から、インターネットやカタログによる無人販売に軸足を移す 

２ 商品企画の再検討 

 コロナ禍の外出を控える時流に合わせ、外出着メインの商品構成の見直し 

 ・会員の意見として主に５つ 

１ 実店舗への支援として「ＧＯ ＴＯ ショッピング」などの消費喚起政策の継続 

２ 県のIT補助金は中小企業向け、市による個人や小規模事業者向けの支援 

３ 余剰人員を他企業、他業種へ斡旋するシステムの構築 

４ 駅前再開発の構想の話し合い 

５ 縫製業界を保護する政策 

 

【岐阜長良川温泉旅館協同組合 伊藤理事長】 

・宿泊について、４，５月は前年比９割以上の減少。９月は回復したものの５割程度。宴会等は前

年比８～９割の減少と厳しい状況。 

・従業員の雇用を守ることが最優先守っていきたい。そのために必要な施策は２つ 

１ 売上向上 

地元で泊まろうキャンペーンは効果があった。宴会の売上向上が必要。市職員が率先して利用

することで、他企業の利用促進につながる。 

２ 雇用調整助成金の延長 
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【一般社団法人岐阜ホテル会 藤井代表理事】 

・駅前のビジネスホテルについて、４月の稼働率は１８%、徐々に回復し９月は４７%。 

・「ＧＯ ＴＯトラベル」で観光客は戻ってきているが、出張ビジネス客が戻ってきていない。 

・地元で泊まろうキャンペーンの第２弾をお願いしたい。 

・会議室利用が少ない。コロナウイルス感染防止対策として会議室の収容人数を半分にしているた

め、請求金額も減額している。市の支援をお願いしたい。 

 

【一般社団法人岐阜土木工業会 長尾理事】 

・民間からの発注は小さいものも含めて減少している。 

・公共事業は切れ目のない発注をお願いしたい。 

・打合せ等のタイミングが合わず、工事が完成しているものの、検査引き渡し後の入金までに時間

を要し、資金繰りに苦慮している会員もいる 

・県では現場従事者が近隣で飲食をした場合に査定を加点する取り組みをしている 

 

【岐阜市建築技術協会 鷲見会長】 

・建設業界は裾野が広い。経済の立て直しに貢献している。 

・民間の仕事、特に住宅需要が落ち込んでいる。 

・公共事業は継続してお願いしたい。 

 

【協同組合岐阜市土産品協会 藤吉代表理事】 

・土産品業界は観光業界に依る面が大きく、観光客が来ないと売れない。対策として岐阜市withコ

ロナ産業振興補助金を活用したイベントを実施している。 

・「ＧＯ ＴＯトラベル」に期待したが、コロナ禍で観光へ行ったことを言いにくい風潮により、お  

土産の購入量が少なくなっている。 

・消費者は様々な施策をどう使えば得か考えており、これらの支援策がなくなった際の反動が怖い 

・コロナ禍でインターネットやＥＣサイトが進んでいる。大河ドラマ館のＥＣサイトの売上は、店

舗のものより多く、戦国のコンテンツは有効だと感じている。 

 

【ぎふ農業協同組合 小野営農部長】 

・米 …外食や中食需要が減少し、内食が伸びているものの減少分をまかなえていない。６月末在

庫は前年比の３倍程度あり、全農を通じた農家への概算金も前年産に比べ下落している。

今後、大口農家への影響が懸念される。 

・野菜…単価に大きな影響はない 

・畜産…豚の単価は安定している。豚熱流行時の影響の方が大きかった。牛は単価が戻りつつある。 

・花き…イベント減少の影響で売り上げ減っている。 
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・農畜産物の大口納入先である、飲食業や観光業の回復が重要である。他産業との連携を密にして

いきたい。 

・農家が新型コロナウイルス感染症に完成した場合、特に施設園芸に大きな影響が出ると思われる。

ＪＡとして支援をしていくつもりだが、市にも支援をお願いしたい。 

・コロナ禍で地産地消の重要性を再認識している。岐阜市で取り組んでいる「バイローカル運動」

によって、市内で作った農畜産物を市民が消費するよう推進してほしい 

 

【一般社団法人岐阜銀行協会 脇田専務理事】 

・融資申し込みは６月がピークで、現在は落ち着いている。 

・預金残高が増えており、融資金や個人を含めた給付金等を手元資金として留めていると思われる。 

・地元銀行で調査した業況判断では、４～６月はリーマンショック並みの影響があったが、７～９

月は景況感の悪化に歯止めがかかり、１０～１２月は前期並みの水準で推移するとの見方が多い。 

・これまでは資金繰りに関する相談が多かったが、一息ついた印象である。今後は金融面のみなら

ず 販売形態やビジネスモデルの転換を含め、市とともに本業の支援を行っていきたい。 

 

【公益社団法人岐阜県バス協会 黒川会長】 

・路線バスについて、３密回避のため通常ダイヤで運行し、感染防止対策をおこなった。９月議会

において、地域公共交通機関への支援と環境整備事業に対する支援を採択いただき感謝している。 

・路線バスの利用客は前年比で４月：５０％、６月：７０％、現状は８０％程度。９０％を目標と

している。 

・貸切バスの利用は前年比で、４月：１０％、１０～１１月：学校利用などで５０～７０％の見込

み。１２月以降、一般企業や団体の利用が回復していないことから、コロナウイルス感染防止対

策を徹底して、信頼回復を図ることが必要となってくる。 

 

【岐阜県タクシー協会岐阜支部 山田支部長】 

・４，５月頃と比べて良くなっているが、観光客、ビジネス客は戻ってきていない 

・スポーツ大会や会議などイベントが少ないことから、特に日曜日は利用客が少ない。岐阜市内は

イベント施設が多い。コロナウイルス感染防止対策が徹底されていることを周知した上で、イベ

ントの開催をお願いしたい。 

・深夜の利用客が少ない。現状、団体で飲食に行くことが心理的にはばかられているため、タクシ

ー業界にとって一番の稼ぎ時に肩透かしとなる可能性があり、意識を変えていただけると良い。 

 

◆担当部長コメント 

【牧ヶ野 ぎふ魅力づくり推進部長】 

・これまで実施した施策として、市民を対象とした「地元に泊まろうキャンペーン」、県民を対象
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とした「モニター情報発信ツアー」を、今後の施策として、１１月上旬より実施予定の全国を対

象とした「オンライン旅行会社を活用した宿泊キャンペーン」を紹介した。 

 

【大久保経済部長】 

・キャッシュレス決済を活用した地域経済活性化事業を紹介し、活用を依頼した。 

 

◆市長から感想やお礼 

【柴橋市長】 

・それぞれの業界の立場から、率直な意見や現状をお話ししていただき感謝している。 

・官民がお互い知恵を絞りながら、共に経済の回復のために成果を出していけることは良いことで

ある。今回も新たな視点や、市として検討していることについて意見をいただいたので、来年度

の予算編成に生かしていきたい。 

・コロナウイルス感染防止対策をしながら社会経済活動を進めていく。官民で問題意識を共有して

オール岐阜市で取り組んでいきたい。 

 

―― 了 ―― 


